
は

じ

め

に

こ
こ
に
翻
刻
し
た

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
は
、
京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
で

一

九
八
六
年
九
月
以
来
、
約
二
年
を
か
け
て
解
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料

は
『
神
奈
川
県
史

』
通
史
編
四
、

「
第
二
章
　
議
会
政
治
の
発
足
と
県
政
」
の

な
か
で
執
筆
者
の
内
田
修
道
氏
に
よ
り
、
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
神

奈
川
県
橘
欄
郡
の
川
崎
警
察
分
署
長
か
ら
神
奈
川
県
警
察
本
部
の
警
部
長

へ
宛

て
た
、　
一
八
九
〇

（明
治
二
三
）
年
四
月
か
ら

一
二
月
ま
で
の
管
轄
区
域
に
関

す
る
高
等
警
察
の
活
動
報
告
書
で
あ
る
。

実
物
は
、　
一
冊
、
縦
二
五

・
五
セ
ン
チ
Ｘ
横

一
八

・
五
セ
ン
チ
と
い
う
、
ほ

ぼ
Ｂ
五
判
、
お
よ
そ
六
百
頁
に
お
よ
ぶ
も
の
で
、
申
請
書
類
な
ど
付
録
の
参
考

資
料
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｂ
四
判
の
罫
紙

（
一
丁
二
六
行
）
の
半
折
で
あ
る
。

表
紙
は
、
厚
手
の
和
紙
を
裏
打
ち
し
た
も
の
で
、
表
題
と
し
て
『
川
崎
警
察
署

文
書

』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
史
料
は
現
在
、
東
京
大
学
法
学
部
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

一
九
八
八
年
二
月
に
憲
政
記
念
館
の

「
明
治
の
政
党
特
別
展
」
で

一
度
、　
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

一
、

『
川

崎

警

察

署

文

書

』
の
沿

革

こ
の

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
の
沿
革
を
考
え
る
際
、
当
時
の
警
察
機
構
お
よ

び
神
奈
川
県
の
警
察
の
状
況
を
お
さ
え
、
そ
の
中
で
こ
の
文
書
が
誰
に
何
を
伝

え
る
資
料
で
あ

っ
た
の
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
当
時
の
地
方
警
察
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、　
一
八
八

六

（
明
治

一
九
）
年
九
月
公
布
の
地
方
官
官
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
府
県
知
事
以

下
、
地
方
官
の
職
制
を
定
め
た
法
令
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
で
警
察
官
に
関
す

る
部
分
と
し
て
は
、
ま
ず
第
二
〇
条
に
「
各
府
県

二
警
察
本
部
フ
置
キ

（中
略
）

警
部
長
ヲ
シ
テ
其
長

二
充
テ
」
云
々
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
神
奈
川
県
で
も
、

植

　

山

こ
の
規
定
に
も
と
づ
き
横
浜
に
警
察
本
部
が
置
か
れ
、
警
部
長

一
名
が
県
内
の

警
察
を
統
括
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

そ
の
下
に
は
、
第
二

一
条
の

「
府
県
内
各
郡
区

二
警
察
署

一
箇
所
ヲ
置
キ
警

察
署
ノ
ド
其
部
内

二
於
テ
警
察
分
署
ヲ
配
置
シ
」
云
々
と
い
う
規
定
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
各
部
と
区

（
の
ち
の
市
に
相
当
）
に
警
察
署
、
そ
の
管
轄
下
に
警

察
分
署
が
置
か
れ
て
い
た
。
実
際
、
神
奈
川
県
に
も

一
七
の
警
察
署
が
横
浜
と

各
郡
お
よ
び
居
留
地
に
、
さ
ら
に
そ
の
下
に

一
〇
の
警
察
分
署
が
置
か
れ
て
い

た

（
拙
稿

「
『
川
崎
警
察
署
文
書

』
を
め
ぐ

っ
て
」

〔
『
京
浜
歴
科
研
年
報

』

第
四
号

（
一
九
九
〇

・
一
月
）

〕
の
表

一
を
参
照
）
。

橘
樹
郡
に
は
、
二
つ
の
警
察
分
署
が
存
在
し
て
い
る
。
橘
樹
部
警
察
署
が
神

奈
川
町
青
木
に
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
川
崎
と
溝
ノ
ロ
に
川
崎
警
署
分
署
、
高
津

警
察
分
署
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
た

（前
掲
拙
稿
表
二
参
照
）
。
な
お
橘
樹

郡
警
察
署
に
は
、
警
部
が
二
人
い
る
が
、
お
そ
ら
く

一
名
が
橘
樹
郡
警
察
署
長
、

他
の
二
名
が
川
崎
お
よ
び
高
津
の
分
署
長
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

，つ
。つ

ま
り
、
こ
の
『
川
崎
警
察
署
文
書

』
は
、
川
崎
警
察
分
署
長
の
警
部
か
ら
、

横
浜
の
神
奈
川
県
警
察
本
部
の
警
部
長

へ
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
写
し
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
に
は
、
月
に

一
度
づ
つ

「
機
密

費
」
ま
た
は

「
高
等
警
察
機
密
費
」
と
い
っ
た
費
目
の
請
求
書
が
登
場
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
に
は
強
盗
や
窃
盗
、
あ
る
い
は
殺
人
と
い
っ
た
犯
罪
の
報
告
が

一
つ
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
は
高
等
警
察

の
活
動
報
告
書
と

推
定
さ
れ
る
。
高
等
警
察
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
方
官
官
制
第
二
八
条
第

一
項

「
管
内
高
等
警
察
ノ
事
」
と
し
て
、
知
事
の
指
揮
命
令
の
下
、
警
部
長
が
中
心

と
な

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

『
川
崎
警
察
署
文
書

』
は
、

荻
野
富
士
夫

『
特
高
警
察
体
制
史
』
が
指
摘
す
る
、
帝
国
議
会
開
催
前
後
の
高

等
警
察
機
構
の
整
備

・
強
化
期
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
で
あ
る
と
い
え
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よ

う

。
そ
し
て
こ
れ
は
、
警
部
長
の
と
こ
ろ
で
整
理
さ
れ
、
あ
る
も
の
は
知
事

へ
、

あ
る
も
の
は
直
接
、
内
務
省
、
内
務
大
臣
、
そ
し
て
総
理
大
臣
山
県
有
朋
の
許

へ
回
付
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
ど
の
段
階
の
史
料
か
と
い
う
、
史
料

の
厳
密
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
は
未
だ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な

か

っ
た
。

こ
こ
で
『
川
崎
警
察
署
文
書

』
に
登
場
す
る
主
な
警
察
官
た
ち
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。

ま
ず
こ
の
史
料
の
作
成
者
、
す
な
わ
ち
川
崎
警
察
分
署
長
で
あ
る
が
、　
一
八

九
〇

（
明
治
二
三
）
年
四
月
の
時
点
で
は
神
奈
川
県
出
身
の
岡
田
宗
直
と
い
う

警
部
が
こ
の
ポ
ス
ト
に
お
り
、
史
料
番
号
九
番
ま
で
の
史
料
は
四
番
を
除
い
て

こ
の
人
物
の
筆
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
月
に
な

っ
て
人
事
移
動
が
あ

っ
た
の
か
、
橘
樹
郡
警
察
署
長
の
黒
河
内
良

が
代
行
を
勤
め
た
の
ち
、　
一
九
日
付
の
史
料
か
ら
梶
田
定
吉
が
川
崎
警
察
分
署

長
と
し
て
登
場
す
る
。
以
後
、
本
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
彼
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
梶
田
は
石
井
亥
吉
巡
査
部
長
以
下
、
久
下
光
広
、
角
田
錬
治
、

土
佐
熊
蔵
と
い
っ
た
部
下
を
使
い
、
管
轄
区
域
内
の
町
村
の
様
子
や
演
説
会
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
種
々
の
調
査
を
行
い
、
収
集
さ
れ
た
情
報
を
取
捨
選
択
し
、

報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
梶
田
定
吉
に
関
す

る
情
報
は
少
な
く
、
我
々
が
知
り
得
た
こ
と
は
、
彼
は
東
京
出
身
で
、
東
京
警

察
練
習
所
か
ら
南
多
摩
警
察
署
町
田
分
署
長
を
経
て
、
本
官
に
転
任
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
を
受
け
取
る
神
奈
川
県
警
察
本
部
の
警
部
長
は
高
橋
仲
次
で

あ
る
。
彼
は
、
明
治

一
六
年
か
ら
神
奈
川
県
警
部
長
を
勤
め
て
い
た
田
健
治
郎

（
の
ち
通
信
大
臣
、
農
商
務
大
臣
、
台
湾
総
督
な
ど
を
歴
任
）
の
後
任
と
し
て

明
治
三
二
年

一
月
、
高
知
県
警
部
長
か
ら
転
任
し
た
。
高
橋
は
、
前
任
者
に
引

き
続
き
、
警
察
機
構
の
整
備
に
意
を
用
い
、
第

一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
を
無
事

に
の
り
き

っ
た
後
、
明
治
二
四
年
四
月
、
警
視
と
な

っ
て
警
視
庁
に
転
出
し
た
。

彼
は
鹿
児
島
出
身
で
あ
り
、
当
時
、
薩
摩
閥
の
強
か
っ
た
警
視
庁

（初
代
大
警
視

川
路
利
良
以
来
、
六
代
警
視
総
監
ま
で
す
べ
て
鹿
児
島
出
身
）
の
中
で
順
調
に

出
世
し
、
明
治
二
五
年
七
月
に
は
巡
査
本
部
長

（
い
わ
ゆ
る
警
務
部
長
、
警
視

総
監
に
次
ぐ
ポ
ス
ト
）
に
ま
で
な

っ
て
い
る
。

二
、

川

崎

警

察

分

署

管

轄

区
域

の
概

況

こ
の
『
川
崎
警
察
署
文
書

』
を
取
り
扱
う
際
、
警
察
機
構
と
と
も
に
考
え
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
、
川
崎
警
察
分
署
の
管
轄
区
域
の
当
時

の
状
況
が
あ
る
。
以
下
、
そ
の
概
況
を
見
て
お
こ
う
。

川
崎
警
察
分
署
の
管
轄
区
域
は
、
川
崎
町
、
大
師
河
原
村
、
田
島
村
、
町
田

村
、
御
幸
村
、
住
吉
村
、
日
吉
村
の

一
町
六
村
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
が
多
摩

川
、
南
が
鶴
見
川
、
東
が
東
京
湾
と
三
方
を
水
辺
で
挟
ま
れ
、
西
は
日
吉
丘
陵

に
つ
ら
な
る
地
域
で
、
現
在
こ
こ
は
川
崎
市
の
川
崎
区
と
幸
区
の
全
域
、
中
原

区
の

一
部
の
ほ
か
、
横
浜
市
の
鶴
見
区
と
港
北
区
に
分
断
編
入
さ
れ
て
お
り
、

京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
を
な
す
地
域
と
い
え
る

（別
掲
地
図
参
照
）
。

こ
の
区
域
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
新
井

一
弘

「
近
代
初
頭
の
川
崎
町
と
そ
の

周
辺
」
（
『
京
浜
歴
科
研
年
報
』
第
四
号
〕
の
中
で
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
こ
れ
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

こ
の
区
域
は
、
文
政

一
〇
年
に
起
源
を
持

つ
川
崎
領
組
合
以
来
、
幕
末
の
川

崎
宿
寄
場
組
合
、
維
新
期
の
川
崎
組
合
、
大
小
区
制
下
の
第
四
大
区
と
い
っ
た
、

一
円
的
な
地
域
編
成
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
は
近
世
以
来
の
海
付
村
組

合
や
用
水
組
合
と
い
っ
た
も
の
も
運
用
さ
れ
つ
づ
け
て
お
り
、
伝
統
的
に

「
自

生
的
な
地
域
形
成
」
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
東
京
、
横
浜
と
い
っ
た
大
都
市
に
近
い
と
い
う
地
理
的
な
条
件
か
ら
、

梨
や
桃
を
は
じ
め
と
す
る
多
角
的
な
商
業
的
農
業
を
営
む
都
市
近
郊
型
地
域
の

特
質
を
形
成
し
て
き
た
。
ま
た
政
治
都
市
東
京
と
開
港
場
横
浜
と
を

つ
な
ぐ
交

通
路
と
し
て
、
六
郷
橋
の
架
橋
問
題
や
海
苔
養
殖
場
の
認
可
等
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
自
由
民
権
期
に
は
、
部
長
を
会
主
と
し
た
橘
樹
郡
親
睦
会
を
誕
生
さ

せ
る
な
ど
、
政
治
的
に
進
ん
だ
地
域
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
こ
の
地
域
は
、
旧
村
落

（字
）
の
飛
地
が
県
内
他
地
域
に
は
見
ら

れ
な
い
ほ
ど
多
い
。
こ
の
飛
地
は
、
多
摩
川
や
鶴
見
川
の
下
流
域
の
村
落
に
特

有
の
も
の
で
あ
り
、
旧
村
落
間
の
入
会
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
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に
、
境
界
の
分
合
交
換
が
未
整
理
の
ま
ま
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
幾
多
の
矛
盾

を
抱
え
こ
む
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。

三
、

『
川

崎

警

察

署

文

書

』
の
概

要

で
は
、
こ
の
史
料
の
特
徴
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

な
に
よ
り
も
、
本
史
料
の
特
徴
は
、
常
に
地
域
を
客
観
的
に
捉
え
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
貧
民
の
生
活
状
況
の
記
事
に
何
よ
り
も
は

っ
き
り
見
て
と
れ
る
。

こ
の
明
治
二
三
年
は
、
前
年
の
不
作
で
米
価
が
高
騰
す
る
が
、
そ
の
な
か
で
、

貧
民
層
の
生
活
状
況
は
ど
う
か
、
何
を
食
べ
て
い
る
か
、
ど
う
い
っ
た
職
業
に

つ
い
て
い
る
か
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
横
山
源
之
助

『
日
本
の
下
層
社
会

』
を

笏
彿
さ
せ
る
。

ま
た
、
商
法
や
町
村
制
等
の
施
行
に
つ
い
て
、
民
衆
が
ど
う
受
け
取

っ
て
い

る
か
、
と
い
う
報
告
で
は
、
商
法
施
行
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
は

っ
き
り
言
及

し
、
町
村
制
施
行
に
つ
い
て
も
、
大
師
河
原
村
な
ど
の
例
か
ら

「
自
治
体
ノ
職

務
ノ
何
タ
ル
ヲ
知
ラ
サ
ル
人
民
へ
自
治
フ
許
ス
ハ
有
害
無
益
」
と
述
べ
る
な
ど
、

梶
田
定
吉
の
鋭
い
指
摘
が
こ
の
史
料
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。

次
に
こ
の
史
料
の
内
容
は
、
政
談
演
説
会
の
傍
聴
筆
記
な
ど
を
の
ぞ
き
、
お

よ
そ
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

Ａ
　
第

一
回
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て

ｏ
候
補
者
の
動
き
、
選
挙
基
盤
の
様
子

ｏ
警
察
の
警
備

・
動
員
に
つ
い
て

Ｂ
　
各
村
内
の
諸
問
題

ｏ
大
師
河
原
村
の
養
輌
場

ｏ
海
苔
場
、
村
共
有
地
に
関
す
る
紛
議

ｏ
御
幸
村
で
の
横
浜
煉
瓦
製
造
場
建
設
に
関
す
る
紛
議

ｏ
川
崎
町

（
砂
子
、
小
土
呂
地
区
）
共
有
金
に
関
す
る
紛
議

ｏ
大
師
河
原
村
で
の
貧
民
救
済
に
関
す
る
紛
議

ｏ
洪
水
に
よ
る
御
幸
村
、
田
島
村
で
の
堤
防
を
め
ぐ
る
紛
議

０
川
崎
町
で
起
こ
っ
た
存
娼
運
動
に
つ
い
て

ｏ
各
村
村
長
職
を
め
ぐ
る
問
題

Ｃ
　
政
治
的
諸
問
題
に
対
す
る
民
衆
の
反
応
に
つ
い
て
の
各
種
調
査

ｏ
板
垣
の
上
京
に
つ
い
て

ｏ
元
老
院
議
官
叙
任
に
つ
い
て

ｏ
民
法
、
民
事
訴
訟
法
、
商
法
施
行
に
つ
い
て

ｏ
町
村
制
施
行
に
つ
い
て

ｏ
政
社
の
状
況

（第

一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
お
よ
び
集
会
及
政
社
法
の
前
提
と
し
て
）

Ｄ
　
そ
の
他

ｏ
生
産
状
況
、
貧
民
の
生
活
状
況

ｏ
県
官
の
専
断

（堤
防
決
壊
の
問
題
）
に
つ
い
て

ｏ
橘
樹
郡
書
記

（綿
貫
久
八
郎
）
の
困
窮
を
め
ぐ
る
問
題

０
川
崎
警
察
分
署
の
探
偵
資
金

（機
密
費
）
に
つ
い
て

ｏ
宗
教

（
日
吉
村
箕
輪
の
天
理
教
会
）
に
つ
い
て

ｏ
都
筑

・
久
良
岐

・
橘
樹
三
部
の
合
併
案

（
田
島
村
村
会
）
は
か

特
に
こ
の
な
か
で
多
く
の
分
量
を
割

い
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
年
の
七
月

一

日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
、
第

一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
の
記
事
と
町
村

制
施
行
に
伴
う
管
内
各
町
村
内
部
に
お
け
る
諸
矛
盾
、
諸
問
題
の
克
明
な
調
査

報
告
で
あ
る
。
こ
の
前
者
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
紹
介
し
て
お
り
、

参
照
さ
れ
た
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

一
つ

一
つ
が
町
村
制
施
行
直
後
の
町
村
の
混
乱
状

況
を
示
す
も
の
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。
な
か
で
も
特
に
大
師
河
原
村
に
お

け
る
村
内
の
紛
争
は
、
海
苔
業
や
養
蠣
業
に
関
す
る
伝
統
的
な
既
得
権
の
所
有

者
と
非
所
有
者
間
の
対
立
、
そ
れ
ら
の
運
営
基
金

（共
有
金
）
や
村
の
共
有
地

の
処
分
を
め
ぐ
る
総
代
と
株
主
の
対
立
、
漁
業
従
事
者
と
農
業
従
事
者
と
の
対

立
な
ど
、
こ
れ
ま
で
累
積
し
て
き
た
村
内
の
様
々
な
対
立
が
、
開
設
さ
れ
た
ば

か
り
の
村
会
で
、
旧
村
長
派
対
新
村
長
派
の
対
立
と
し
て
、　
一
挙
に
噴
き
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
地
域
編
成
と
近
代
的

な

「
村
」
の
矛
盾
、
伝
統
的
な
産
業
構
造
と
新
し
い
経
済
環
境
の
矛
盾
が
は
っ

き
り
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
注
目
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。
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